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本読書新聞』1960 年 5 月 2 日）などと、その意義を論じている 15。
　この時代に、益田が提示した「説話文学と絵巻」というテーマ設定と、その「文学」的
15	 鈴木日出男「解説」『益田勝実の仕事 1』（ちくま学芸文庫、2006 年）参照。
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分析は、絵巻物研究の中で、きわめて斬新なものであった。『説話文学と絵巻』という書






















　1951 年 10 月、益田の 7 歳年上に当たる西郷信綱（1916–2008）は、文学研究を「戦争
によってもっともひどく破壊された学問」と称し、新しい『日本古代文學史』を構想して
刊行した（岩波全書）。これは、時代を刻印するできごとであったが、それは、この本の
発生にとどまらない。西郷は 60 年代に入って、1963 年 4 月に、この書を全面的に書き
16	 この問題については、荒木浩「メディアとしての文字と説話文学史──矜恃する和語」（説話文学会編
『説話から世界をどう解き明かすのか　説話文学会設立 50 周年記念シンポジウム［日本・韓国］の記
録』笠間書院、2013 年 7 月）で別の視点から詳述した。なおこの「改稿」に類比的な改版として、西郷
信綱・永積安明・広末保著『日本文學の古典』（岩波新書、1954 年）と同二版（1966 年）が挙げられる。
17	 関連する時代の状況については、村井紀「国文学者の十五年戦争」①②（『批評空間』Ⅱ 16、1998 年 1
月、同Ⅱ 18、1998 年 7 月）他、多くの論考があるが、近時の論考では、『平家物語』をめぐる近代的受
容を論じ、益田勝実とも関わりの深い国文学者永積安明の戦中と戦後の活動についても批判的追跡のあ




































18	 岩波全書。その後、同時代ライブラリー 277（岩波書店、1996 年）、岩波現代文庫（岩波書店、2005
年）、『文学史と文学理論 II　日本古代文学史』（西郷信綱著作集 7、平凡社、2011 年）に収録。
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　益田勝実の『説話文学と絵巻』から 2 年後の 1962 年、文字通り「説話文学会」を名乗














民俗学 7』 web 版）。
24	 体系的な歴史叙述ではないが、説話文学会編『説話から世界をどう解き明かすのか　説話文学会設立








スパイラルなクロニクル  Spiral Chronicles
  中井宗太郞「信貴山縁起絵巻の一考察──人民リアリズムのあけぼの」
1952 占領期終了
  『風と共に去りぬ』日本公開（テクニカラー、1939 年アメリカ公開）
1953 柳田國男『不幸なる芸術』
  テレビ本放送開始
1953–59 益田勝実『説話文学と絵巻』の基礎稿執筆（1953「今昔物語の問題点」）
1955 日本共産党第六回全国協議会（六全協）
  佐竹昭広「古代日本語における色名の性格」
1960 益田勝実『説話文学と絵巻』刊行
1962 柳田國男没
  説話文学会設立
1963 西郷信綱『日本古代文学史　改稿版』刊行
  黒澤明『天国と地獄』にパートカラー採用
  武者小路穣『絵巻　プレパラートにのせた中世』刊行
